
 

 

 

＜発表資料＞                                          2022年 11月 28日 22109 

 

 

 

  

花王株式会社（社長・長谷部佳宏）マテリアルサイエンス研究所は、独自に開発した界面活性剤「バイオ

IOS」が、高い界面活性と水に溶けやすい特長を発現するメカニズムを解明しました。“サステナブル界面活

性剤”には、持続可能な原料を用いることだけでなく、界面活性剤の本質的な価値である高い洗浄性能を持

つことが求められます。花王は、サステナブル界面活性剤をさらに広く、有効に活用していくことをめざして、

研究を進めています。 

今回の研究成果は、英国王立化学会が発行する学術誌 RSC Advances に掲載※1されたほか、IACIS2022

（2022 年 6 月 26～30 日・オーストラリア・ブリスベン）、第 2 回世界オレオサイエンス会議 WCOS2022（2022

年 8 月 23 日～9 月 3 日・北海道釧路市）にて発表しました。また、一般財団法人油脂工業会館より、令和 3

年度油脂技術論文最優秀賞を受賞しました。 

※1 Thermodynamically stable structure of hydroxy alkane sulfonate surfactant monomers in water achieving high water solubility 

and a low CMC, RSC Advances., 2021, 11, 19836-19843 

 

■背景 

人々の清潔な生活を支えるためには、洗浄剤の主成分である界面活性剤を、将来にわたって使い続けら

れるよう確保する必要があります。界面活性剤は油になじみやすい親油基（アルキル鎖）と水になじみやす

い親水基を併せ持つ分子種ですが、現在主に使用されている界面活性剤は、アルキル鎖の炭素鎖長が 12

～14（C12～C14）で、総植物油脂原料のうちわずか 5％の原料から作られており、将来的な供給が課題とな

っています。 

花王は、2019 年に長いアルキル鎖（C16～C18）を持ち、そ

の中間部に親水基を有する界面活性剤「バイオ IOS」（図 1）を

開発しました※2。バイオ IOS は、パーム油の中でも食用と競合

しにくい、用途が限られている固体性油脂を原料として活用で

きる点においてサステナブルといえます。 

一方で、界面活性剤は、基本特性である界面活性（水にも油にもなじみやすい）と水溶性（水に溶けやす

い）がいずれも高いことが重要です。界面活性が高ければ、少量で汚れを落とせるので、使用量を少なくす

ることができ、また低温や硬度の高い水中でも溶けやすければ、世界中で使うことができるようになります。 

花王は、持続可能な原料を活用できて地球環境にやさしいだけでなく、消費者が使用する上で洗浄性能

を犠牲にしない高い界面活性と、世界中のどんな環境でも使える高い水溶性を併せ持つサステナブル界面

活性剤が今後ますます求められるようになると考えます。そこで、サステナブル界面活性剤をさらに広く、有

効に活用していくことをめざし、開発したバイオ IOS が性能を発揮する本質解明研究に取り組みました。 

※2 2019 年 1 月 23 日 花王ニュースリリース 花王史上最高の洗浄基剤「バイオ IOS」を開発 

～洗浄の世界に革新をもたらす～ https://www.kao.com/jp/corporate/news/rd/2019/20190123-001/ 

 

■「バイオ IOS」の水中での存在状態から、高い界面活性と水溶性が両立する理由を解明 

「バイオ IOS」の界面活性と水溶性の両立メカニズムを解明 

サステナブル界面活性剤のさらなる応用に向けて 

 

https://www.kao.com/jp/corporate/news/rd/2019/20190123-001/


一般的に、界面活性剤のアルキル鎖長を長くする

と界面活性は高まるものの、水溶性は低下します。

逆にアルキル鎖長を短くすると水溶性は向上するも

のの、界面活性は低下します。このように界面活性

と水溶性を高いレベルで両立させることはこれまで

難しいと考えられてきました。しかしながらバイオ

IOS は、長いアルキル鎖の持つ高い界面活性を維

持しながらも、高い水溶性を併せ持ちます（図 2）。 

花王はこの理由として、実際の使用環境である

“水中”での分子の立体構造が従来の界面活性剤と

は異なるのではないかと考え、“水中”でのコンホメ

ーション※3解析を行ないました。 
1H-NMR※4を用いた解析の結果、バイオ IOS の長さの異なる 2 本のア

ルキル鎖は水中で同じ方向を向き、またその根元部分は固定された状態

であることが明らかとなりました。また、FT-IR※5を用いた解析から、バイ

オ IOS のスルホ基（-SO3
-）と水酸基（-OH）との間で分子内水素結合が生

じていることがわかり、大きな環状の親水部を形成していることが示唆さ

れました（図 3）。 

長いアルキル鎖を持った一般的な界面活性剤は、アルキル鎖が凝集し

てしまうために水に溶けにくくなります。一方でバイオ IOS は、大きな環状

の親水部と、長さの異なるアルキル鎖が同じ方向を向いて固定されること

により、アルキル鎖は親油基として働きつつも、その凝集性が妨げられ、

界面活性と水溶性を高いレベルで両立したと推察しました。 

※3 分子中の各原子の空間的配列、分子の立体構造 

※4 核磁気共鳴分光法（1H-Nuclear Magnetic Resonance Spectroscopy）  

1H（プロトン）の持つ核スピンを利用した分析手法 1H の存在環境から分子構造やコンホメーションの情報が得られる 

※5 フーリエ変換赤外分光法（Fourier Transform Infrared Spectroscopy）  

化学結合の振動による赤外光の吸収を利用した分析手法 官能基の情報が得られる 

 

■展望 

花王は、サステナブル界面活性剤「バイオ IOS」を衣料用濃縮液体洗剤「アタック ZERO（ゼロ）」に配合し、

販売しています。花王はこれからも、物事の本質を追求する基盤技術研究を通じて、人や地球に真にやさし

いモノづくりを進め、将来にわたって人々に清潔な生活を提供していきます。 

 

 


